
　最初は移住を反対していた妻に「高島に来てど
う？」と聞いたら、「電車は
風で止まるし、本数も少な
いし、買物も不便やし、寒
いし、仕事も少ないし・・・
でも、住んでみると、地域
の人も気軽に話してくれる
し、のどかやし、住み心地
いいね」と話しています。
住んでみるとわかります。
いいところですよ、ここ。

このコーナーは、たかしまへ移住（Ｉ・Ｊ・Ｕターン）された方に、
高島の暮らしで感じることをお伝えいただくコーナーです。

▼学生納付特例制度とは
　学生期間中の国民年金保険料の納付を先送り

（猶予）できる制度です。

学生納付特例制度のメリット

○病気やけがで障がいが残ったときに、障害基
礎年金を受け取ることができます。

○老齢基礎年金を受け取るために必要な期間
（受給資格期間）の計算に含まれます。

※老齢基礎年金額の計算には反映されません。
保険料を 10 年以内に納付（追納）すると年
金額に反映されます。

対象になる方

　学校教育法で規定する大学（大学院）、短大、
高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校

（修業年限が１年以上の課程）に在学する学生
で、ご本人の前年の所得が基準以下の方

問市民協働課（定住推進室）　 （25）8526

問保険年金課　　　 （25）8137
　大津年金事務所　 077（521）1789

手続きについて

　申請書の提出先は、保険年金課または各支所
です。（申請書は保険年金課または各支所の窓
口にあります。）
　申請するときは、在学期間がわかる学生証の
コピー（裏面に有効期限等の記載がある場合は
裏面のコピーも必要）または在学証明書（原本）
が必要です。

※平成 30 年３月まで学生納付特例の承認を受け
ている方で、平成 30 年４月以降の在学予定期
間のお届けがある場合は、日本年金機構から申
請書（はがき形式）が送られてきますので、必
要事項を記入のうえ返送してください。

　学生納付特例制度の対象校など、詳しくは、
保険年金課または大津年金事務所までお問い合
わせください。

とるからあ国 保 年 金

20歳以上の学生の方へ〜学生納付特例制度のご案内〜
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高島の暮らしで感じることをお伝えいただくコーナーです。

安 安全 心

交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（平成 30 年３月末現在）

火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（平成 30 年３月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 15 件 ー 11 件
死 者 数 １人 ０人
傷 者 数 19 人 ー 14 人

発生場所 件　数
マ キ ノ ２件
今 津 ０件
朽 木 １件
安 曇 川 ８件
高 島 ３件
新 旭 １件

※概数

火　災 件　数 累計（１月〜）
建 物 ２件 ５件
車 両 ０件 ０件
林 野 ０件 ０件
そ の 他 ３件 ５件

救　急 件　数 累計（１月〜）
交通事故 ９件 31 件
一般負傷 32 件 109 件
急 病 162 件 514 件
そ の 他 25 件 95 件

救　助 件　数 累計（１月〜）
火 災 ０件 １件
交通事故 ２件 ５件
水難事故 ０件 ０件
そ の 他 １件 ２件

●月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.058μSv/h 0.061μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.034μSv/h 0.038μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.060μSv/h 0.060μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.042μSv/h 0.045μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.056μSv/h 0.056μSv/h

新　旭（高島市役所北側玄関前）
0.062μSv/h 0.055μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※平常時の値はおおむね0.2μSv/h以下です。

三上　和之

「住むと良い場所」

　今年３月に、私は大津からＵターン、妻の美
佳は京都から移住で高島に引っ越してきまし
た。以前は街に出たくて仕方なかったのですが、
今では高島市以外に住む場所は考えられないで
すね。なんだかんだ、生まれ育った場所ってい
うのは身に染みていて、居心地が良くて性に合
っています。
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